
【遠山郷いい川づくり　地域情報シート】
※川を中心とし、地域全体の情報を取りまとめる（河川情報との重複可）

昔の状況（昭和世代） 現在の状況 将来の状況

自然環境 地域全体 山に囲まれた中にある囲まれた空間（里）である 山に囲まれた中にある開かれた空間（里）である 山に囲まれた中にある開かれた空間（里）である

夏は非常に暑い

山と川に囲まれ平地が少ない 山と川に囲まれ平地が少ない 山と川に囲まれ平地が少ない

河川全体 川が身近に感じられた 川が身近に感じられない

川が身近にあった、災害がよく起きた 川が身近に感じられない、災害は起きなくなった

終戦後の乱伐により、山に木が無くなり、河川に土砂が流れてきた 木々が大きくなり、山に根を張ったため、山から土砂が出なくなった

大雨時に上流から流木が流れてきた 大雨時に上流から流木は流れてこなくなった

陸地部 和田の集落が形成されていた 左岸側は川沿いに公共施設、田畑が形成されている

右岸側は田畑であるが、バイパスと人家、観光拠点等がある

水際部 草本類が繁茂している

すぐ対岸に行けるよう簡単な橋を造っていた 対岸に渡れるような通路はない

水域部 巨石がいっぱいあった

動植物 動物

野鳥 野鳥（カワセミ、ヤマセミ）をたくさん見かけた 以前ほど見かけることはない

魚類 天然のアユ、ウナギが平岡から遡上していた 天然のアユ、ウナギがいなくなった

カジカがいた 一時少なくなったが、水質が良くなったので増えてきている

ウグイが生息している ウグイが生息している

上流にイワナが生息している

植物 桜、ヤナギ、ススキ等 桜、ヤナギ、ススキ等

産業 漁業 アユ、アマゴが放流されている

農業 川の水を利用して盛んに耕作をしていた 昔ほど耕作していない

林業 林業が盛んだった 昔ほど林業が盛んではない

昭和初めまで川を利用して木材を搬出していた 川を利用して木材は搬出しなくなった

歴史 町並 地区は遠山氏の城下町、秋葉街道の宿場町であった 地区は遠山氏の城下町、秋葉街道の宿場町であった

信仰 水衝部には水神様が祀られている 水衝部には水神様が祀られている

中学校付近の水神様は流出していた 中学校付近の水神様は流出していた

文化 霜月祭りで川に入り、身を清めていた

景観 地域 国道152号（秋葉街道）を中心に町並みが形成されている 国道152号（秋葉街道、道の駅）を中心に町並みが形成されている

中下流部両岸に田畑風景が広がる 中下流部両岸に田畑風景が広がる

河川 ５０年前に堤防にソメイヨシノを植えた あと１０年位は咲く見込みである

１０年前に温泉下流にカワズサクラを植えた まだ元気である

桜しか咲いていない 桜の時期をずらして他にも咲かせたい（植樹） 桜の時期をずらして他にも咲かせたい（植樹）

川岸を車や人が自由に通行していた 通行できる場所が限られている

観光 施設 休憩施設はなかった 道の駅「遠山郷」がある

情報ステーション遠山郷（ｱﾝﾊﾞﾏｲ館）がある

昔はなかった とらふぐ養殖試験所がある

和田城がある

秋葉街道沿いに霜月祭りのモニュメントが設置されている

イベント等 大人も子供も釣りに興じていた

川に牛枠で淵をつくり、遊んでいた

1月にどんど焼がある 1月にどんど焼がある

5月に鯉のぼりがある 5月に鯉のぼりがある

8月に御射山祭り（花火大会）がある 8月に御射山祭り（花火大会）がある

重要施設 上流部左岸に遠山中学校、和田保育園がある

中流部左岸に南信濃自治振興センター、福祉の里等がある

中流部右岸に道の駅「かぐらの湯」周辺観光施設

両岸に人家がある

防災 施設 中流部左岸に阿南消防署和田分署がある

下流部左岸にヘリポートがある

活動 最近は水防活動はない

情報収集
大項目 中項目


